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図書館交流プラザ（愛称：Libra）は、「図書館」「活動支援」「文化創造」「交流」
の 4つの機能で構成されています。りぶらサポータークラブ (LSC) は、Libra
の施設活用をサポートする活動をしています。

新春、大増ページ !!

特集：2011年、
　　　りぶらが贈る 20歳の20冊

  1.  宇宙は何でできているのか : 村山 斉
  2.  永遠の0：百田尚樹 
  3.  風の歌を聴け : 村上春樹  
  4.  「幸せなお産」が日本を変える : 吉村 正 
  5.  幸せの新しいものさし : 博報堂大学幸せのものさし編集部
  6.  人類進化の700万年 : 三井 誠            
  7.  沈黙 : 遠藤周作   
  8.  天涯 : 沢木耕太郎   
  9.  電波がわかる本 : 後藤尚久  
10.  徳川家康 : 山岡荘八    
11.  夏への扉 : ロバート・A・ハインライン  
12.  21 世紀に生きる君たちへ : 司馬遼太郎  
13.  日本語が亡びるとき : 水村美苗
14.  漂泊の王の伝説 : ラウラ・ガジェゴ・ガルシア 
15.  街場の教育論 : 内田 樹   
16.  メディア・リテラシー : 菅谷明子  
17.  モンテ・クリスト伯 : アレクサンドル・デュマ 
18.  六人目の犠牲者 : 江川紹子   
19.  ワイルド・サイドを歩け : ロバート・ハリス 
20.  わたしのきもちをきいて : ガブリエル・バンサン 
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2011年、
りぶらが贈る 20歳の20冊

ご成人おめでとうございます。
新しい世界へ歩き出す皆さんに、「りぶら」から、とっておきの20
冊の本を紹介させていただきます。とはいえ、数ある本の中から
20冊を選ぶのはとても大変。今回最終的に選ばれた本は、ほん(本)
の入り口です。できれば、ここに紹介された本の棚の前に立ち、周
りも眺め回してみてください。きっとあなたの心に呼び掛ける一冊
が見つかるはずです。図書館の本棚には、皆さんのアンテナに磨き
をかける役割もあるのです。　(企画・選書責任 : 戸松恵美 )

※出版社の後ろのアルファベットと数字は、図書館の分類番号です。

『宇宙は何できているのか　素粒子物理学で解く宇宙の謎』 
村山 斉 / 著　幻冬舎 　I 429.6

「宇宙はどうやって始まったの ?」という、誰もが持つ素朴な疑問の回答を求めて宇宙の果
てを見に行くと、そこは原子核より小さな素粒子の世界になっていく。ノーベル賞学者の
湯川秀樹や小林誠、益川敏英・南部陽一郎の理論に触れながら、素粒子物理学の基本中の
基本がやさしく説明されている。物質の根源や宇宙の運命など、人類の永遠のなぞを最新
の研究結果で解明する。

『永遠の0』 　百田尚樹 /著　太田出版 　913.6

特攻で戦死した祖父の足跡を調べるため、祖父とともに戦った人々を訪ねる姉弟。「あんな
臆病者はいない」「私が生きて帰れたのはお祖父さんのおかげだ」など、様々な証言から描
き出される祖父の本当の姿。おろかな戦争の不条理さの中で、家族を愛し、生きて帰るこ
とを常に考えた祖父は、なぜ特攻で死んだのか ...。ほんの65年前に戦争があったという
事実をぜひ知ってほしい。

『風の歌を聴け』 　村上春樹 /著　講談社　913.6

時代は変わっても、青春時代の葛藤は変わらないかも ...

本書は村上春樹の処女作にあたります。主人公「僕」と友人「鼠」との間で交わされる、
軽妙な会話。登場する「彼女」との、ちょっとエッチなやりとり。1970年の夏、海辺の
街でくりひろげられるそのすべてが、ほろ苦い青春の風景をあざやかに切りとっています。
本書に登場するサンドウィッチにビール ...、いけますよ。

『「幸せなお産」が日本を変える』 　吉村正 /著　講談社　Ｉ 495.7

2万例以上のお産に取り組んできた吉村医院院長が、産科学と現代社会を痛烈に批判。お
産は本来怖いものではなく、女が本当の「女」「母親」になる、何度でも産みたくなるとい
う、女性にとっての至福であるはずなのだ。少子化・不妊・虐待など、社会的問題を「お産」
を通して考える。そして、「いのちは家族と地域で育てるもの」というメッセージを発信し
続けるスゴイ先生が岡崎にいるなんて !と、嬉しく誇らしくなります。

2011年に
新成人になる皆さんへ



Libra I on 3

Special Feature

『幸せの新しいものさし』　博報堂大学幸せのものさし編集部　PHP研究所　675.0

一足先に次の豊かさを見つけた11人

幸せのものさしを変えてみませんか ? 知恵がつき、いろんなことが分かってくると、なお
さら「手詰まり感」が強くなってくる。こうした生活者の意識の成熟が消費の縮小を生み、
それが企業の「手詰まり感」の要因となっている、今はそんな時代ではないか。どうした
らこの「手詰まり感」をブレークスルーできるのだろう。

『人類進化の700万年　̶ 書き換えられる「ヒトの起源」̶』 
三井 誠 / 著　講談社　I 469.2

科学的な自分探しの出発点

先日、20歳前後の子と結婚生活の話をしていたら、「人間は生物的に浮気をするようにで
きている」という、トンデモ理論を大まじめで語られてしまった。実はこれ、人類学的に
いえば大間違い。そもそも「現代人」とはどのような動物なのかを、科学的な視点でバラ
ンスよく描いた本書は、哲学とはまた別の視点で、人生を生きていく基盤を提供してくれ
るはず。人類と自分の「今」をとらえる格好の一冊。

『沈黙』 　遠藤周作 /著　新潮文庫 　B 913.6

いわずと知れた遠藤周作の名作。『沈黙』の意味をこんなに考えさせられようとは、読み始
めた時には思いもしなかった。「神とは、信仰とは、人間の弱さとは ?」「 本当に大切なも
のとはなにか ?」 そのあまりにも重たい主題に、答えのない渦の中に放り込まれ、ぐるぐ
ると回っているような感覚になる。「本を読む」ことの醍醐味を、たっぷりと味わえる一冊
です。

『天涯』 　沢木耕太郎 /著　スイッチ・パブリッシング 　748

息が詰まる日本を脱出したい君、よその国に人々は ...

アジアからヨーロッパまで旅した元祖旅作家の沢木耕太郎が、歩く自分の目の高さから見
ることのできる情景を撮った写真集。1枚で完成した写真ではなく、連続した写真から、
そこの土地の空気や人の暮らしが見えてくる。アジアからヨーロッパ、アメリカの空や海、
歩いている人たちなど、また、写真に添えられた文も詩的で、現実を忘れさせてくれる。

『電波がわかる本　なるほどナットク !』 　後藤直久 /著　オーム社　547.5

見えない電波が見えてくる　

今や携帯電話やテレビ・ラジオは、生活に欠かすことができないツール。その仕組みを知
りたくなりませんか ? それらのツールを稼働させているのが、目には見えない「電波」。
大学の教科書、とりわけ電磁気学の教科書では、電波 ( 電磁波 ) を難しく説明しているも
のが多いが、本書は、電気力線と磁力線を絵や図で解説し、飛び交う電波の有様を易しく
解き明かしてくれます。

『徳川家康』 　山岡荘八 /著　講談社　913.6

応仁の乱以来の戦国の世を治め、世界に例を見ない260年にわたる平和な時代の礎を築
いた徳川家康の生涯を描いた時代小説。山岡荘八は終戦の焦土の中にあって、平和な世界
を築くとはどういうことかを模索し、本書をを著すことでその答えを探ろうとした。最近
では、中国でも家康ブームが起こっている。長編だが、岡崎市民としては読んでおきたい
名著である。
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『夏への扉』　ロバート・A・ハインライン /著　早川書房　933.7

「夏への扉」は必ずあると信じていることが ...

最愛の恋人と親友に裏切られ、仕事を失い、生命から二番目に大切な発明さえも奪われ
てしまったダン。自暴自棄になったダンは、すべてを忘れるために冷凍睡眠を選択。30
年後のダンは、過去を取り戻すことができるのか ? 1956年に発表された本書の舞台は
1970年。ダンが目覚める30年後の 2000年はすでに過去になってしまったけれど、
落ち込んだときには何度も読み返したい1冊。

『21世紀に生きる君たちへ　対訳』　司馬遼太郎 /著　朝日出版社　F 914.6

「竜馬がゆく」「坂の上の雲」など、数々の歴史小説を書いてきた著者の、次世代の若者に
向けてのエッセイ。もともとは、小学校用の国語教科書への書き下ろしで、「歴史」「未来」
「人間」についての考えが、わかりやすく綴られている。見開きで、英語の対訳 (ドナルド・
キーン /監訳、ロバート・ミンツァー /訳 ) が記載されているので、読み比べてみるのも
おもしろい。

『日本語が亡びるとき　̶ 英語の世紀の中で ̶』　水村美苗 /著　筑摩書房　810.4

「英語の世紀」の中で、日本語が亡びるってどういうこと ?

小学校でも「英語」が教科になる、そんな時代に生きる私たちにとって、「日本語」や「国
語」は何を意味するのか ? 著者は、小説家はそのうちに英語で小説を書き始めるのではな
いかと推測し、日本の国語教育は、まずは日本近代文学を読み継がせることに主眼を置く
べきであると主張する。なぜ近代文学なのか ? 言語と文化への洞察が提示されている。

『漂泊の王の伝説』 　ラウラ・ガジェゴ・ガルシア /著　偕成社　963

私は毎日この世でなにか新しいことをならっています ...

砂漠の王国キンダの王子ワリードは、貧しい絨毯織りの詩によって、夢と名誉を奪われて
しまう。憎しみにかられたワリードは、「人類の歴史をすべて織り込んだ絨毯」をつくれと
命じるが ...。人の運命は定められているのか、変えることができるのか ?　漂泊の王となっ
て「運命」に翻弄されるワリードと、実在の人物が重なる7世紀のアラブの物語。

『街場の教育論』 　内田 樹 / 著　ミシマ社 　370.4

学びの扉を開く「合言葉」、それは ...?

「どうふるまっていいのかわからないときに、適切にふるまう」能力、欲しくありませんか ? 
わからないことがあれば、わかっていそうな人を探り当て訊く。そして、答を教えてもい
いような気にさせる、って簡単そうだけど、これが案外大仕事。でもそれって結局、コミュ
ニケーション力があるってことなんですよね。そんな便利な能力に関する話を、教養教育
という思いがけない視点から、鮮やかに描いてくれています。

『メディア・リテラシー　̶ 世界の現場から ̶』　
菅谷明子 /著　岩波新書　I 361.4

情報を、そのまま信じていいのだろうか ...

現代は、メディアと関わりの無い生活は考えられない社会。四六時中、ニュースは世界を
めぐり、多くの番組や映画が放送されている。さらに、インターネットの普及により、個
人レベルでの情報発信が容易になった。情報は、視点を変えると真実も異なって見える。
ものごとを複眼でとらえ、情報について考える機会にして欲しい。
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【特集編集後記】

　いかがでしたでしょうか。20冊を選んだ感想としては、
「ミステリー作品がなかった」ことや「誰もが認める名作」
が選べなかったという点で少し不満が残るけれど、読ん
だことのないジャンルの本を手に取るきっかけとしては、
十分な役割が果たせたのではないかと思います。
　この特集を編集した僕も、実は20代。自分は結構本
を読んでいると思っていたので、知らない本の話ばかり
が話題にあがったことで、「本の世界って深いなぁ」と改
めて思い知りました。まさに僕自身が、選ばれた20冊
の中のどれから挑戦しようかと、考えている一人です。
　りぶらへ足を運んだら、20代の方はもちろん、特集を
見て気になる1冊があったら是非借りてみて欲しいなぁ
と思います。きっと「読んでよかった」と思える本に出
会えると思いますよ。（MF）

選書委員

米津 眞　　 　( りぶら総合館長 )
川口 忠明　 　( 図書館職員 )
三宅 知子　 　( 図書館職員 )
巽 教範　　　 ( 図書館流通センター )
鍛冶 清　　　 (りぶらまつり2010実行委員長)
鈴木 千鶴　　 ( 市民活動センター )
山田 美代子　 ( LSC代表 )
戸松 啓二　　 ( LSC顧問 )
戸松 恵美　　 ( LSC事務局 )
記録 : 福留 誠（おいでんクラブ）

『モンテ・クリスト伯』　アレクサンドル・デュマ /著　岩波書店　B 953

「物語」のおもしろさがたっぷり味わえる

『巌窟王』というタイトルでも知られた物語。原作は19世紀半ばのフランスが舞台。主人
公エドモン・ダンテスが無実の罪で監獄に送られ、そこで長い年月を過ごしたのち、脱獄
して巨万の富を手にし、モンテ・クリスト伯爵として自らを陥れた者たちに復讐する。復
讐劇にハッピーエンドはあり得ないが、モンテ・クリスト伯が最後にどんな選択をするの
かも、読みどころのひとつ。

『六人目の犠牲者　名張毒ブドウ酒殺人事件』　江川紹子 /著　文芸春秋　916

1961年春、三重県・奈良県にまたがる小さな部落で、寄り合いで出されたブドウ酒を飲
んだ5人の女性が毒死した事件を追ったドキュメンタリー。警察は市民を守ってくれる、
裁判は真実を明らかにしてくれるという、誰もが当たり前だと思っていることが、根底か
ら覆される衝撃的な内容。思い込みや決めつけ、集団心理の恐ろしさなど、日本の裁判と
いうシステムの暗闇、冤罪 (これが事実であるならば )とはこうして作りあげられるのか、
と驚愕せずにはいられない。

『ワイルド・サイドを歩け』　ロバート・ハリス /著　講談社

僕が僕であるために ...

「今の人生に不満を感じている、思い切ってドロップアウトしたい !」「一度きりの人生を存
分に楽しみたい」そんな人、必読です !　本書は、「どんな生き方を強いられても、自分な
りの欲望を追求していこう !」と、謳っています。この本を読んで、あなたの本能と欲望の
声をはっきりと聞こう！　社会的な仮面や鎧を脱ぎ捨て、ありのままの姿でいられる、そ
んなワイルドサイドを歩け !

『わたしのきもちをきいて』　ガブリエル・バンサン /著　BL出版　E

成人になったあなたは、こんな気持ちを卒業したかな

「描くことの喜びは、絵を見た人の心を動かすこと」という哲学を持つバンサンが描く絵本。
父親と母親に自分の気持ちを話せない少女が、家出を決心する。森の中に ...。そして、古
い屋敷の庭で両親に手紙を書いていくうちに少女の心は ...。深い森や、お屋敷の茂った庭
の中の少女の心の動きが、絵を見ているだけで手に取るように迫ってきます。
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　　　　　　　　　  ご存知ですか ?　図書館サービスがあります
　　　　　　「ティーンズ向け冊子【図書缶】の発行」

　2階ポピュラーライブラリーのティーンズコーナーには、「図書缶」というタイトルの、
ティーンズ (10代 ) 向けの本の紹介や、オリジナル小説を掲載した冊子が置いてありま
す。明大寺町の図書館時代に「J・PAPER( ジェイ・ペーパー )」という誌名でスタートし、
りぶら開館とともに、名称をリニューアルしました。本に限らず、今ティーンズが注目
していることや、ハマッていることも、オリジナルのイラスト付きで紹介しています。
特に表紙のイラストは毎回力作ばかりで、底知れぬパワーを感じます。
　執筆・編集しているのは、本が好きな中学生・高校生と、図書館のティーンズ向け図
書担当スタッフ。月に1回集まって、編集会議を兼ねた交流会を行い、隔月で発行して
います。大人が子どもに向けて、教えるように情報発信するのではなく、ティーンズの
目線をそのままに掲載するようこころがけています ( そのパワーに大人のスタッフが圧
倒されているかも )。ヤングアダルト (若いけれど、オトナでもある )といわれるティー
ンズが、どんな視点を持っているのか、ここにそのヒントがあるかもしれません。

「図書缶」最新号は、ティーンズ
コーナー掲示板に貼られています。
バックナンバーも置いてあります。

質　問 岡崎市西本郷町和志山にある古墳が陵墓参考地から「五十狭城入彦 (イ
サキイリヒコ )の墓」とされたのはいつからか ?

回　答 明治29年に「五十狭城入彦皇子」の墓の伝説地として宮内庁の管理
に移り、昭和16年4月に墓として定められた。

プロセス

『新編岡崎市史 総集編』の「和志山古墳」の項目には明治29年に陵
墓参考地となった旨の記載はあるが、それ以降の経緯はない。
⇒
郷土標目 (郷土資料検索用システム )で「西本郷古墳群」「和志山古墳
群」を検索し、参考資料として登録されている『岡崎市史 矢作史料編』
を見る。

参考資料
『岡崎市史 矢作史料編』 岡崎市役所 1961年
『新編岡崎市史20 総集編』 新編岡崎市史編さん委員会 1993年 
『五十狭城入彦皇子御墓』 土屋彦吉著 1941年

Library

　　　　　　　りぶら映像アーカイブス

　岡崎市立中央図書館2階の視聴覚ブースでは、ビデオやDVDなど
の館内資料だけでなく、年代別にアーカイブス化された岡崎に関する
貴重なニュース・番組映像を視聴することができます。
　懐かしい映像のなかに、
ひょっとして、あなたも
登場しているかも ?!
 
紹介映像8
「岡崎市スポーツガーデン
『あの夏の歓声よ、永遠に』」
放送年 : 平成 15年 (2003年 )

　昭和43年にオープンし、夏はプール、冬は
スケートと、市内外から大勢のレジャー客を集
めてきた岡崎市スポーツガーデン。レジャーの
多様化、施設の老朽化により、この年、閉鎖を
余儀なくされました。
　スポーツガーデンの最後の夏を楽しむ人々、
そしてお客様を温かく迎え、見送り、最後の作
業に黙々と取り組むスタッフの姿を、ノスタル
ジーを込めてとらえた映像です。
　このスポーツガーデンがあった場所に、今で
は「りぶら」が建っているわけで、ほんの10年
以内のうちに、街の風景が大きく変わったこと
を感じさせられます。

レファレンス事例集8

岡崎市立中央図書館でこれまでに受けた資料
相談事例を紹介します。
「へえ～、図書館でそんなことがわかるの !」
と感動 (?) できるネタ満載ですよ。

国立国会図書館レファレンス協同
データベース
http://crd.ndl.go.jp/GENERAL/servlet/
common.Controler より 

りぶら中央図書館情報
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Library

りぶら中央図書館2階テーマ展示コーナー

1 月 4 日 ( 火 ) 〜 2 月 15 日 ( 火 )

江の生きた時代
　平成23年のNHK大河ドラマは、「江　ー姫たち
の戦国時代」が放映されます。主人公の「江」は織
田信長の妹・市の三女であり、二度の結婚を経て、
後に徳川ニ代将軍秀忠の妻となった女性です。
　戦国乱世の時代に、織田信長・豊臣秀吉・徳川家
康と、天下の武将に深く関わりを持ち、時代に翻弄
されながらも争いのない平和な時代を願い、大奥を

1 浅井三姉妹江姫繚乱 篠 綾子 /著 日本放送出版協会

2 近江戦国の女たち 畑 裕子 /著 サンライズ出版

3 お江   将軍家光と皇后の母となった戦国の姫 楠戸 義昭 /著 静山社

4 おんなたちの城   徳川二代将軍秀忠の妻 大栗 丹後 /著 有楽出版社

5 華麗なる地平線 ( 史詩浅井長政 ) 笹沢 左保 /著 中央公論社

6 清洲城と名古屋城 織田・豊臣から徳川へ 中村 栄孝 /著 吉川弘文館

7 湖北の鷹 浅井三代記 佐竹 申伍 /著 光風社出版

8 江 姫たちの戦国  上・下 田淵 久美子 /著 日本放送出版協会

9 江の生涯   徳川将軍家御台所の役割 福田 千鶴 /著 中央公論新社

10 死して残せよ虎の皮  浅井長政正伝 鈴木 輝一郎 /著 徳間書店

11 小説徳川秀忠 童門 冬二 /著 学陽書房

12 戦国三姉妹 茶々・初・江の数奇な生涯                       小和田 哲男 /著 角川学芸出版

13 戦国時代の女性 日本女性の歴史 井上 靖 / 監修 暁教育図書

14 ちゃちゃの城 太田 竜子 /著 郁朋社

15 徳川三代と女房 ( おんな ) たち 中島 道子 /著 立風書房

16 徳川将軍家の結婚 山本 博文 /著 文芸春秋

17 美女いくさ 諸田 玲子 /著 中央公論新社

18 姫君たちの大戦国絵巻 戦国武将に嫁いだ女 新人物往来社 新人物往来社

19 利休にたずねよ 山本 兼一 /著 PHP研究所

20 流星 お市の方  上・下 永井 路子 /著 文芸春秋

創設するなど、「江」はその後の長期にわたる天下太平
への礎を築きました。ドラマは、戦国の世にあっても、
しなやかに生きた女性の視点で描かれていきます。
  図書館では皆さんの関心の高いこの大河ドラマをよ
り興味深く見ていただくために、登場人物に関連する
伝記や小説、歴史書・旅行ガイドブックなど、幅広い
分野から図書館資料を集めました。
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Event guide

1・2月　りぶらイベントガイド
催しの予定は変更になることがあります。詳細は主催者へお問い合わせください。

日 時 イベント名 料 金 主 催

1月 7日 ( 金 )
全 3回

14:00 ～ 16:00

LICC の講座
ことばの教室・タガログ語

無料
りぶら国際交流センター                    
23-3148

1 月 9日 ( 日 )
14:00 ～ 16:00

LICC の講座
ワールドレクチャー・フィリピン

無料
りぶら国際交流センター                    
23-3148

1 月 11 日 ( 火 )
10:00 ～ 11:00

寺子屋☆脳きらり
認知症予防の脳トレーニング

無料
長寿課
23-6837

1 月 13 日 ( 木 )
10:00 ～ 14:00

ひざ掛けづくり
造ったひざ掛けは施設に寄付します

無料
りぶらサポータークラブ
23-3114( 市民活動センター内 )

1 月 15 日 ( 土 )
1 部   9:45 ～
2部  13:45 ～

NPO活動支援講座
~NPOが活動のための収入を確保するために ~

各 1,000 円
りぶら市民活動センター
23-3114

1 月 22 日 ( 土 )
10:00 ～ 12:00

庭で遊ぼう「りぶら  いきものみっけ隊」
岡崎で見られる身近な鳥たち

無料
りぶらサポータークラブ
23-3114( 市民活動センター内 )

1 月 23 日 ( 日 )
10:30 ～ 16:45

市民を巻き込む・広報コーディネート研修 - 第 1回 -
ボランティアコーディネート業務の理解、
団体内のボランティア業務の整理

無料
特定非営利活動法人
ボラみみより情報局
052-799-5356

1 月 29 日 ( 土 )
11:00 ～ 13:00

LICC の講座
多文化紹介セミナー・韓国料理
イカのコチュジャン炒め、ジャガイモのチジミ

500 円
りぶら国際交流センター
23-3148

1 月 30 日 ( 日 )
全 8回

10:00 ～ 12:00

新米コック
男の料理教室 II

4,800 円
りぶら市民活動総合支援センター
23-3241

1 月 30 日 ( 日 )
13:30 ～ 16:00

二十七曲りシンポジウム
二十七曲りに関わるこれまでの取組みの紹介、
講演など

無料
政策推進課
23-6408

2 月 3日 ( 木 )
14:00 ～ 16:00

シネマ・ド ・りぶら　上映会
「素晴らしき哉、人生 !」

無料
りぶらサポータークラブ
23-3114( 市民活動センター内 )

2 月 4日 ( 金 )
14:00 ～ 16:45

しゃべり場 第 9弾
話してみよう、聞いてみよう !　雑談会

無料
りぶらサポータークラブ
23-3114( 市民活動センター内 )

2 月 5日 ( 土 )
10:00 ～ 16:30

外国人が日本語の歌を歌うのど自慢大会 無料
りぶらサポータークラブ
23-3114( 市民活動センター内 )

2 月 6日 ( 日 )
10:30 ～ 16:45

市民を巻き込む・広報コーディネート研修 - 第 2回 -
ボランティアマネジメント①
活動プログラムの作成から募集へ

無料
特定非営利活動法人
ボラみみより情報局
052-799-5356

2 月 10 日 ( 木 )
10:00 ～ 14:00

ひざ掛けづくり
造ったひざ掛けは施設に寄付します

無料
りぶらサポータークラブ
23-3114( 市民活動センター内 )

2 月 13 日 ( 日 )
10:30 ～ 16:45

市民を巻き込む・広報コーディネート研修 - 第 3回 -
ボランティアマネジメント②
募集・選考からフォローまで

無料
特定非営利活動法人
ボラみみより情報局
052-799-5356

2 月 13 日 ( 日 )
16:00 ～               

山下洋輔ピアノソロ&絵本ライブ
Jazz 界のスーパーピアニスト原作の絵本
「つきよのおんがくかい」をベースに Beanzz と共演 !

4,000 円
岡崎市図書館交流プラザ
23-3100

2 月 26 日 ( 土 )
11:00 ～ 16:30

LSC 活動紹介のパネル展示（11:00 ～）
りぶらフォーラム（13:30 ～）
『りぶら』活用した、これからの生涯学習

無料
りぶらサポータークラブ
23-3114( 市民活動センター内 )

2 月 27 日 ( 日 )
10:00 ～ 12:00

市民を巻き込む・広報コーディネート研修 - 第 4回 -
今回のボランティア募集実習におけるフォローアップ

無料
特定非営利活動法人
ボラみみより情報局
052-799-5356
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Libra Supporter Club

特派員レポート　vol.7
りぶら いきものみっけ隊

上地小学校4年  丹羽将太

「ミーン、ミーン。」
　今日も公園で、朝からセミがうるさく
ないている。ぼくはカメラを持って、公
園に行く。去年までは、あみを持ってセ
ミをとっていたが、今年はデジカメでい
きものをとっている。ぼくはいきものさ
がしをがんばっている。
　２年生の時からソフトボールを始めた。
本当はあまり入りたくなかったけど、ふ
たごの兄が「入りたい」といったので、
一人ではかわいそうだから、ぼくはなん
となく入団した。おためしの期間は半日
練習で楽しかった。午後から魚とりやす
きなことができる。ソフトはきらいじゃ
ないけど、３年生から一日練習になって、
さすがに土曜も日曜も、朝６時から夕方
５時まではうんざりする。
　お母さんに「本当に好きなことでない
と、一日はできないね。将くんも、む中
になるものが見つかるといいね」といわ
れた。ぼくもみんなみたいに、む中にな
れることがあるのかなあ。それがソフト
ボールなのか、他のスポーツなのか、ぼ
くにはまだわからない。
　ゴールデンウィークに水族館に行った。
ぼくがびっくりしたのは、大きな水そう
にいろんな魚やカモがいたことだ。魚が
カモに食べられないのかと心配した。お
母さんが「この水そうはありのままの自
然をさいげんしているんだよ」と、説明
してくれた。
　その後、スタッフの人がラップで「セ
イブツ タヨウ セイ」と、歌っていた。
ぼくは、何だろうと思っていたら、お父
さんが「今年の10月に、名古屋でいき
ものについて、世界中の人が集まる会議
があるよ」と教えてくれた。
　新聞をよく見ると「生物多様性」の文
字がたくさんのっている。６月の新聞に
は「岡崎いきものみっけ隊ぼ集」という
記事があった。お母さんが「この、いき
ものみっけ、将くん好きそうだよね、参
加してみる ?」というので、ぼくは「少
年団よりこっちがいいな」といった。

　ぼくは、「岡崎りぶらいきものみっけ
隊」に参加することになった。いきもの

みっけ隊は、いきものが好きな人がおお
ぜい集まる。ぼくより小さい子から大人
まで、いろんな人が来る。岡崎公園の周
りを歩く。ぼくだけでは見すごしてしま
う葉のうらの小さなてんとう虫も、みん
なでさがすと次々に見つかる。
　「こっち、こっち。ここにいるよ」と、
みんなが集まる。りぶらの周りには、本
当にたくさんの生き物がいる。こんな町
の中なのに、なんでだろうと思っていた
ら、「岡崎公園はむかしから木があった
り、伊賀川が公園の中を流れていたりし
て、自然がゆたかなんだよ」とみっけ隊
のおじさんが教えてくれた。
　いきものにくわしい人もいっぱいいる。
ナメクジにはにせものと本物がいて、さ
わるとわかるみたいだ。女の子がナメク
ジをたくさんさわっていた。ぼくはナメ
クジはあまり好きじゃない。だけど、好
きなものやとくいなことは、人によって
ちがうんだと思った。いきもの好きにも、
いろいろな人がいるんだと感心した。

　ぼくは家に帰って、庭にいるいきもの
もさがしてみた。たくさんの虫が庭にい
ることに気づいた。アシナガバチ、コガ
ネムシ、アゲハチョウ。土をほったら、
ミミズみたいな変ないきものがいた。頭
が三角で色はナメクジみたいだ。ぼくは
びっくりして「新種発見」といって、お
母さんを呼んだ。お母さんは「ぎゃあ！
何、これ？　学会で発表したら、名前が
『将太ミミズ』になるかもよ」といった。
　インターネットで調べたら、正体は「コ
ウガイヒル」だった。庭とか、身近にい
るいきものらしいが、ぼくたちは初めて
見たのでびっくりした。まだまだ知らな
いいきものがたくさんいることがわかっ
た。さがして調べてみるとおもしろい。
　今まで見つけられなかった小さな虫や
知らない植物、木の上の鳥など、ぼくの
知らないところにもたくさんのいきもの
がいて、いろんなことにつながっている。
でも、外来生物は、生たい系をこわして
しまう。
　温だん化によっていきものの種類が変
わってきている。みっけ隊のおじさんは、
「昔は、梅雨のころにはあじさいにうじゃ
うじゃカタツムリを見た。さい近は、めっ

たに見られない。数年後にはまったく見
られなくなるかもしれない」といってい
た。ぼくも、今年見たのは２回だけだ。
クマゼミも、むかしはみんなに自慢でき
るセミだったらしいが、今では公園で当
たり前に見ることのできるセミだ。

　岡崎公園には、コノハズクが来ている。
人間たちが鳥にいやな思いをさせなけれ
ば、この鳥は、次の代もまた次の代も、
同じところで子育てをするそうだ。動物・
草や花・小さな虫など、たくさんのいの
ちのつながりを「生物多様性」というそ
うだ。そこには、なくてもいい命はない
んだ。みんなつながっている。だから人
間は、こわさないようにそっと見守って、
おたがい生きていることをみとめあえる
といいなと思う。だからぼくは、虫を採
るのはやめて、デジカメでそっと近づい
て、写真を撮る。みんなつながっている
のだから、ぼくのくらしにもこの小さな
命が関係するんだ。命を大切にしないと。
　ぼくは、少しだけ、む中になることが
見つかったと思う。ぼくは、今日も「犬
のさんぽバッグ」にデジカメを入れて、
家の周りのいきものを見つけている。人
間も犬も植物も、みんな大切な命、みん
なつながっているのだから。それをぼく
は、そっと見守っている。
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　この映画は、若年性アルツハイマーを
テーマとし、日本のテレビドラマを原作
として韓国で制作された映画です。今回
は初めての韓国映画上映ということで、
いつものシニア年代とはファン層が異な
り、韓流ファンと思しき新しい「シネマ・
ド・りぶら」ファンの来場に感激しまし
た。
　当日の入場者数は105名 ( 内、車椅
子の方1名 )。ホールの前部椅子席は取
り外し可能ですので、車椅子でもOKで
す。準備・受付などのお世話は、ボラン
テア3名、LSC会員4名の計7名で行
いました。回を重ねるにつれ、段取りも
よくなり、スムースに対応できるように
なりました。
　映画が終わって、目を赤くしたり、涙
をにじませて帰る人から「ありがとうご
ざいました」と声をかけていただき、ス
タッフは感激しました。何人かの常連さ
んの他、初めてという人もかなりあり、
「もう8回も続けているの ?」とか、「こ

のような企画は本当に有難い」など、勇気
付られる言葉をたくさんいただきました。

　「シネマ・ド・りぶら」は、昨年10
月から『第三の男』を初上映としてスター
トしました。この上映会は、図書館所蔵
のDVDを活用して、りぶらホールの大
きな画面で鑑賞していただくことによっ
て、図書館の資料の利用促進を図るとと
もに、映画館の雰囲気を味わっていただ
くことにあります。ある年配の男性から、
「映画が好きで数十本のDVDを持って
いるけれども、家でひとりで観ていては、
感激がない。この上映会は、映画館で観
ているように迫力が有り、周囲のひとの
ざわめきが伝わり、本当に楽しい」とコ
メントをいただきました。
　上映前に、りぶらホールのホワイエに
て「シネマ・ド・サロン」と称し、茶菓
子を用意して、映画について語る場を設
けています。入場時に手渡される「シネ
マ・ド・コラム」を手にして、映画談議

特派員レポート　vol.9
シネマ・ド・りぶら　『私の頭の中の消しゴム』【12/2：木】

特派員レポート　vol.8
HAPPYパパプロジェクト【8/22・9/19・10/2・10/30】

　今年の4月から話し合いを重ね、10
月 30 日の講座をもって、合計 4回の
HAPPYパパプロジェクトを終えました。
　子育て支援、その中でも父親の支援と
いうものが、りぶらの生涯学習として必
要なのか ?　市民のニーズにあるのか ?
あるとすればどのような支援がいいの
か？　などを考えていくための事業とし
て実施しました。
　そして、願わくばこれをきっかけに、
父親同士のネットワーク作りに発展し、
父親にも、仕事以外で繋がりが持てる場
を作ることができればという思いもあり
ました。

　第１弾の「親子でいきものみっけ !」
と第３弾の「親子でピザ作りに挑戦」は、
父子で参加するイベントです。それぞれ
20名から 30名近くの親子が参加し、

「久しぶりに子どもと触れ合う機会にな
りました」という感想をいただきました。
　子どもと触れ合いたいと思いながらそ
うはいかない現実でも、" この日だけは
子どもと向き合うぞ " という、父親の優
しさが随所に現れた時間になりました。
　第２弾の「叱り方・ほめ方講座」と第
４弾「パパ私はどこから生まれたの?」は、
パパのための子育て講座です。子どもは
別室で絵本の読み聞かせや、鉄道の話な
どを楽しく聞いたり遊んだりしました。
参加者の子どもの年齢は2歳から10歳
までと幅広く、どの父親も「子どもをよ
りよく育てたい。しかし、どのように接
していけばいいのか分からない」という
思いが共通していました。
　子どもの虐待などが社会問題になり、
誰もが「子育て不安」になる今日この頃、
そんな実態がここでも感じられました。

しかし、「子どもを別室に連れて来たと
きと、迎えに来たときのパパの顔が変
わっていた」「みんな、とても笑顔になっ
ていた」と、子どもを見ていたスタッフ
の言葉が印象に残りました。
　知識は、不安を勇気に変える。そんな
講座がりぶらで数多く開かれること、そ
んな生涯学習を考えていきたいと思いま
した。　　　　　　　　　　 斎藤美紀

をしましょう。コラムには毎回、スタッ
フが頭をひねってあれこれ書いていま
す。また、上映日を挟んで前後一週間に
は、2階ポピュラーライブラリーにて、
上映映画の関連図書の展示を行っていま
す。映画とあわせて、関連本も読んでみ
てください。 　　　　　　　　内田 明


